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発
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中
主
町
教
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４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
広
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

光
相
寺
遺
跡
は
、
滋
賀
県
下
最
大
の
河
川
で
あ
る
野
洲
川
の
右
岸
下
流
域
に

位
置
す
る
、
飛
鳥
時
代
を
奈
良
時
代
を
中
心
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
そ
の
立
地

Ｆ
≫
御
羨
争
が
　
　
は
、
現
況
の
水
田
耕
上
下
二
ｍ

余
り
に
あ
る
埋
没
微
高
地
上
に

あ

っ
て
、
遺
跡
は
そ
の
中
央
を

北
東
方
向
に
流
れ
る
埋
没
旧
河

道
の
両
岸
に
沿
う
よ
う
に
広
が

崎

る
よ
う
で
、
住
居
に
は
あ
ま
り

臥
適
さ
な
い低
湿
な
所
に
所
在
す

征

る
。
な
お
、
本
遺
跡
を
貫
流
す

る
埋
没
旧
河
道
の
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
余

り
下
流
左
岸
に
は
、
同
時
代
に
同
様
の
立
地
に
営
ま
れ
た
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

が
所
在
し
て
い
る
。
今
回
の
第
八
次
調
査
第
三
遺
構
面
で
は
、
七
世
紀
中
葉
を

八
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
木
簡
は
、
総
柱

の
小
規
模
な
南
北
棟

全
二
間
×
二
聞
）
と
方
位
を
同
じ
く
す
る
、
西
側
前
面
の
幅

○

。
三
ｍ
余
り
の
素
掘
濤
よ
り
ω
が
、
東
側
の
幅
三
ｍ
以
上
の
素
掘
濤
よ
り
②

と
、
釈
読
で
き
な
い
二
点
が
出
上
し
た
。
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木
筒
の
釈
文
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聟
∞
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〔料
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②
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物
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。
「
馬
道
□
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（騒
Ｘ
］受
¨
ｏｓ

①
は
、
木
筒
の
上
端
を
二
次
的
に
切
断
し
た
も
の
で
、
表
裏
共
に
文
字
間
を

あ
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
墨
痕
が
薄
く
判
読
で
き
な
い
。

②
の

「馬
道
□
」
は
、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

一
号
木
簡
に
み
ら
れ
た

「馬
道
首
」

「馬
道
」
と
同
様
の
氏
姓
か
、
ま
た
は

「馬
道
郷
」
の
郷
名
と
の
関
係
が
想
起

さ
れ
る
が
、
文
字
の
遺
存
状
態
が
悪
く
、
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
。

（辻
　
広
志
）




